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12月の行事
1日

8日
10日

22日

23日

25日

28日

31日

6日

15日

　　　　　　　　　’¶

獣猟解禁　防犯デー

大雲

世界人梱宜言記念日

労仇組合法公布記念

日

冬至　皇太子誕生日

クリスマス

官庁御用納

年越、大はらい

中学生の高校一日入
学

教育委葺司会

※歳末は財布のヒ

　モがゆるみがち

　なもの

　諸事簡素に新生
で

諸

活

　少しつつでも貯

　金しましよう

　今月の納税
固定責産租第4期

＝
マ
ツ
チ

山＄
i
l
l
カ
所
、
ダ
ム
は
重
力
式
で
本

流
の
分
が
高
さ
五
厨
長
さ
七
一
・
五
層

赤
瀬
川
が
高
さ
1
・
八
五
層
長
さ
二
四

・

一ぱ
、
袖
山
川
が
高
さ
1
’
五
三
万

長
さ
四
・
八
万
と
な
る
。
鉄
管
は
直
径

1・
八
層
、
長
さ
I
I
O
八
拐
の
も
の
一

本
を
用
い
、
水
車
は
縦
型
フ
ラ
ン
シ
ス

型
一
台
、
発
電
機
は
現
在
横
軸
の
を
縦

軸
の
も
の
八
二
〇
〇
K
X
の
も
竺

台
を
据
え
る
。
工
事
は
裁
工
後
二
十
カ

月
で
完
成
の
見
込
で
、
こ
の
地
方
の
電

力
事
情
は
著
る
し
く
改
善
さ
れ
よ
う
．

［“w“；1

本
　
火
事
の
も

燃

え
焼

奎
国
火
災
予
防
運
動
は
r
十
二
月
二
日

で
終
り
ま
し
た
が
、
本
格
的
な
火
災
シ

ー
ズ
ン
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

と
く
に
本
町
の
場
合
、
今
ま
で
の
例
で

は
年
末
年
始
の
期
間
に
大
火
に
な
つ
た

こ
と
が
多
く
、
と
く
に
こ
の
間
は
ち
よ

つ
と
の
油
断
も
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま

し
よ
う
。
昨
年
の
麓
の
火
事
、
今
年
は

じ
め
の
大
橋
の
大
火
は
よ
い
教
訓
で
す

ふ
り
か
え
つ
て
み
て
、
と
く
に
念
を
い

れ
る
こ
と
A
致
し
ま
し
よ
う
。

映根
帖
郷

土

史

か
．

と
’
　
’

工

空
氣
が
乾
そ
う
し
て

　
い
ま
す

◎
屋
外
の
た
き
火
は
’
夕
方
は
よ
く
し

　
ら
べ
て
、
完
全
に
始
末
し
よ
う
。

◎
マ
ツ
チ
は
子
供
の
手
の
と
’
n
か
な
’

　
と
こ
ろ
に
，
置
場
を
1
定
し
て
お
く

⑥
風
呂
や
、
バ
ケ
ツ
に
は
水
を
入
れ
て

　
寝
る
習
慣
を
つ
け
よ
う
。

◎
川
や
、
用
水
路
は
い
つ
も
き
れ
い
に

な
い

　
“
チ
リ
”
や
＾
ガ
ラ
ク
タ
”
を
な
げ

　
込
ま
な
い
こ
と
o

◎
い
つ
も
水
を
流
し
て
お
v
、
お
た
が

　
い
に
氣
を
つ
け
て
水
を
流
す
よ
う
に

　
し
よ
う
。

注夫
意

◎
R
1
、
火
事
に
な
つ
て
、
役
場
（
消

　
防
団
）
や
■
察
に
知
ら
せ
る
時
は
、

　
必
ず
”
場
所
”
を
は
つ
き
り
知
ら
せ

る
e

L燈，量＿

炎爽
　
　
　
　
五
秒

　
　
　
　
　
ヒ
コ
ヒ

工　　　　圭
鴨

丑
薯
，

：

鎖
火

サ
観
ン
の
議
鑓
調
，

　
　
　
二
紗
　
二
秒

五
秒
’
－
－
　
　
五
秒

六
袖
ー

シ＋

駈
秒

　
　
　
，
六
秒
，

1
w
l
s
＿
s

。
。

⑭
・
鵠
罎
8
0

　
　
　
三
点
の
早
打

○
O
o
I
O
O
o
－
－
o
O
O

　
　
　
三
　
点

o
、
○
○
0
1
0
、
○
○
〇

　
　
一
点
に
三
点

○
、
認
ビ
記
、
○
○
、
　
”
－

　
“
．
t
N
t
●
t
－
－
－
v
．
－
“
V
◆
－
“
－
t
－
h
t
●
“
t
t
－
－
■
“
t
｝
N
・
●
l
・
V
S
t

員

総

出

で

　
　
　
　
劃

防
火
タ
ン
ク
作
る
信

町
で
は
、
消
防
水
櫓
砲
設
の
手
は
じ
め
・
こ
れ
は
中
央
分
団
員
が
総
出
で
労
力
牽

に
，
こ
の
ほ
ど
大
根
占
小
校
々
庭
東
側

に
、
縦
横
三
、
四
米
×
五
、
八
米
高
さ

一三
四
米
の
変
ン
ク
を
作
り
ま
し
た

まい引月6日大櫨大火のあ4．）

勇
て
出
董
の
で
・
g
e
p
z
．
ン
の

水
が
た
め
ら
れ
’
自
動
車
ポ
ン
プ
で
約

四
o
分
放
水
で
き
ま
す
。

な
お
’
こ
の
外
、
瞥
察
署
前
の
消
坊
水

路
も
，
分
団
‘
H
の
奉
仕
で
立
頭
に
で
き

ま
し
た
。

　
（
写
真
は
作
薬
中
の
申
央
分
団
員
）

雄
　
川

発
電
所

増
設
工
事
は
じ
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総

H

九
州
電
力
で
は
H
費
約
四
億
円
で
’
雄

川
発
電
所
の
拡
張
工
事
を
行
う
こ
と
に

な
り
、
す
で
に
本
町
消
防
会
館
に
建
設

事
務
所
を
置
き
、
準
備
工
事
を
始
め
て

い
る
。

工
事
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
、
土
田
五

三
郎
建
設
事
務
所
長
は
次
の
よ
う
に
語

る
、
”
現
在
で
は
最
大
”
毎
秒
三
、
七

ゾ
の
水
量
で
一
二
、
○
∩
6
鱈
の
出
力
だ

が
、
増
設
工
事
後
は
最
大
で
毎
秒
八
ゾ

の
水
量
、
出
力
七
三
〇
〇
言
と
な
る
。

酬勤
二
＋
日

三
〇
年
産
米
の
予
約
補
正
は
、
農
莱
委

員
会
、
県
知
事
の
承
認
が
な
い
と
決
定

で
き
な
い
の
で
’
農
家
で
は
売
渡
可
能

量
だ
け
は
十
二
月
二
十
日
を
目
標
に
出

ま
で
に

荷
し
て
下
さ
い
。

補
正
量
は
決
砂
次
第
、
個
人
あ
て
r
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
前

田

郁

造

民

　
　
　
　
　

医

学

博

士

に

本
町
出
身
、
前
田
郁
氏
二
男
前
田
郁

造
氏
（
三
〇
オ
）
は
’
こ
の
程
博
士
論

交
を
提
出
t
十
月
五
日
付
で
医
学
博
土

の
称量
乞
得
た
。

氏
は
東
原
医
学
専
門
学
校
卒
業
後
’
東

京
の
順
天
堂
病
院
小
婦
科
に
動
務
中
で

本
町
で
は
山
元
左
女
氏
に
次
い
で
二
人

目
の
医
学
博
士
で
あ
る
。
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四

日
－
＋
日
人
権
週

暴
力

と
因
間習

を

打
　
破
　
レ
　
よ
　
う

　
「
十
二
月
十
日
は
国
際
連
合
で
世
界
人
権
宜
言
を
採
択
し
て
七
周
年
に
な
｝

｝り
ま
す
、
毎
年
十
二
月
十
日
を
世
界
人
権
記
念
日
、
四
－
十
日
を
人
権
週
　

　間
と
し
て
、
全
国
的
に
い
ろ
く
の
行
事
が
催
さ
れ
ま
す
」
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
人
は
皆
人
間
と
し
て
の
「
尊
い
権
利
」

　
　
　
を
も
つ
て
い
ま
す
ロ
ム
た
ち
は
へ
そ
れ

鯉
糎
駆

　
　
　
職
場
や
，
社
会
に
お
い
て
も
常
に
人
を

V
i
　
　
　
人
と
し
て
、
お
た
が
い
に
尊
敬
し
あ
う

と
　堰灘
舗
露
翼
パ
譲

言
醜
鞍
駝
㌔
琵
詫
縫
”

か
ら
、
〃
不
合
理
な
な
ら
わ
し
ぷ
と
〃

意
味
の
な
い
し
き
た
り
紹
を
う
ち
や
ぶ

り
ま
し
よ
う
。
公
務
員
の
職
権
濫
用
、

不
当
な
圧
迫
、
人
身
売
賞
や
、
児
意
の

酷
使
、
ぎ
や
く
待
、
人
身
の
自
由
侵
犯

村
八
分
、
居
佳
権
侵
害
、
強
制
圧
迫
な

ど
で
、
み
な
さ
ん
の
入
権
が
お
か
さ
れ

て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

い
つ
で
も
法
務
局
で
は
、
無
料
で
、
・
ご

相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
選
慮
な
く
ご

利
用
下
さ
い
o

　
　
　
　
　
　
　
パ
　
　
ヤ

◎
暴
力
を
排
け
き
し
よ
う

‖
人
権
を
尊
重
す
る
た
め
に
は
、
ま
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
暴
力
を
排
げ
き
し
よ
う
＝

最
近
は
暴
刀
に
よ
つ
て
物
ご
と
を
処
理

　
　
　
　
　
　
　
　

し
、
平
お
ん
な
杜
会
生
活
を
破
か
い
す

る
よ
う
な
例
が
ふ
え
て
い
ま
す
、
私
ど

も
の
権
利
と
、
自
由
は
あ
く
ま
で
も
、

民
主
的
な
方
法
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

◎
因
習
を
打
破
し
よ
う

　
　
　
　
　
の
　
　
　

＝
人
権
を
か
ろ
ん
ず
る
、
ふ
る
3
因
習

（な
ら
わ
し
、
し
き
た
9
）
を
う
ち
や

ぶ
ろ
う
‖

私
ど
も
の
家
庭
生
活
、
職
場
、
地
域
社

　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
の
　
　
　
コ

虞
へ
い
害
の
多
い
し
き
た
り
が
残

つ
て
お
り
、
個
人
の
自
由
を
制
約
し
、

人
権
を
た
が
い
に
尊
重
し
あ
う
道
義
心

を
ゆ
が
め
て
い
る
、
正
し
い
人
権
意
識

を
育
成
し
て
、
不
含
璃
な
慣
習
、
古
い

因
習
を
打
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
鹿
児
島
地
方
法
務
局
鹿

　
　
屋
支
局
）

費

約

四

億

円

ま
た
ダ
ム
を
改
修
し
て
約
七
万
ゾ
の
水

を
貯
め
’
常
時
必
要
な
時
は
最
大
六
六

〇
〇
♂
の
発
電
が
で
き
る
こ
と
と
な
る

こ
の
為
総
延
長
四
六
七
〇
扮
の
水
路
を

拡
限
し
て
t
本
氷
路
は
巾
二
・
四
麟
高

さ

二
・
五
担
と
し
、
素
掘
の
も
の
を
コ

、多
り
ー
ト
で
巻
く
こ
と
に
な
る
。
水

の
取
入
口
は
雄
川
本
流
、
赤
瀬
川
’
袖

生活運動十訓艦驚薪
◎
年

末
年
始
の
歳
暮
の
や
り
と
り
は
、

　
絶
対
に
や
め
ま
し
よ
う
。

　但
し
2
1
い
雛
み
牛
勧
臓
館
融
÷
難
剖
ぽ

◎
宴
会
な
ど
は
酒
類
一
人
l
合
、
夜
九

　
時
ま
で
h
解
散
す
る
こ
と
。

◎
年
始
廻
り
に
三
日
ま
で
、
夜
は
九
時

　
ま
で
h
止
め
ま
し
よ
う
。

◎
部
落
や
官
公
署
の
年
始
ま
わ
り
は
や

　
め
て
、
な
る
べ
く
一
カ
所
に
集
ま
つ

　
て
新
年
宴
会
を
や
り
ま
し
よ
う
。

◎
門
松
は

か
な
ら
ず
枝
松
で
。

◎
廻
乱
時
の
料
理
は

二
品
以
丙
。

◎
子
供
へ
の
お
年
玉
は
l
o
円
程
度
。

◎
正
月
三
日
間
は
、
’
か
な
ら
ず
国
旗
を

　
立
て
よ
う
。

◎
七
草
覗
は

子
供
本
位
で
、
児
童
服
と

　
し
ま
し
よ
う
。

◎
〃
ナ
ン
コ
”
や
〃
盃
の
や
り
と
り
〃
は

　
努
め
て
や
め
ま
し
よ
う
，

1・
－

…
”
”
1
　
＠
ん
け
つ
し
よ
ぷ
ん

典

專
決

処
分

辞ぎ
上
・
馨
の
嚢
裏

亘
ぎ
つ
て
い
る
の
に
、
努

t
’

“
”
”
…
川
団
体
の
長
が
議
会
の
議
決
を

経
な
い
で
処
分
す
る
こ
と
を
、
専
決
処

分
と

い
う
。
専
決
処
分
は
、
長
の
権
限

に
属
す
る
事
務
に
関
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
議
会
の
露
決
に
代
る
ぺ
き
意
思

決
定
と
そ
の
執
行
を
含
む
も
の
で
あ
り

長
以
外
の
執
行
機
関
、
た
と
え
ば
教
育

委
員
会
な
ど
の
権
限
に
属
す
る
事
務
に

関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
議

決
に
代
る
意
思
決
定
の
み
を
す
る
こ
と

で
あ
る
。
専
決
処
分
を
す
る
こ
と
が
出

来
る
の
は
、
①
在
任
議
員
の
総
数
が
議

員
定
数
の
半
数
に
遠
せ
ず
、
議
会
が
成

立
し
な
い
と
き
③
圏
会
を
招
集
す
る
暇

が
な
い
と
き
③
議
会
が
議
決
す
べ
き
事

件
を
譲
決
し
な
い
と
き
な
ど
法
律
で
定

め
ら
れ
た
場
合
（
自
治
法
第
一
七
九
条
】

と
議
会
の
趨
限
に
属
す
る
軽
易
な
事
項

で
そ
の
議
決
に
よ
り
と
く
に
指
定
し
て

畏
に
処
分
を
委
ね
た
場
合
と
で
あ
る
。

前
の
場
合
の
専
決
処
分
は
。
長
は
次
の

会
議
で
館
会
に
報
告
し
、
そ
の
承
認
を

求
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

議
会
の
承
認
が
得
ら
れ
な
く
て
も
処
分

の
法
律
的
効
果
に
は
影
響
は
な
い
。
後

の
場
合
の
専
決
処
分
も
こ
れ
を
麟
会
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
e

事
決
処
分
は
本
来
、
議
会
の
議
決
を
経

て
行
は
れ
た
も
の
と
同
様
に
適
法
か
つ

有
効
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い

禰
寝
氏
領
主
時
代

（室町
）

六
、
禰
寝
氏
佐
多
よ
り

　
　
根
占
に
移
る

祢
寝
家
初
代
清
璽
よ
り
四
代
清
親
ま
で

の
墓
は
佐
多
町
郡
の
寺
屋
敷
基
地
に
あ

る
の
で
、
郡
の
高
木
城
を
居
城
と
し
た

事
が
実
証
さ

れ
る
。
元
冠
の
役
後
祢
寝

氏
の
基
礎
が
よ
う
や
く
か
た
ま
り
、
勢

力
発
展
の
時
期
に
入
つ
た
の
で
’
玉
代

清
治
に
到
り
遂
に
居
城
を
根
占
町
川
南

の
富
田
城
に
移
し
た
。

O
富
田
城

一名
南
谷
城
と
も
称
し
五
代
清
治
よ
り

十
七
代
重
張
に
至
る
十
三
代
二
百
九
十

年
間
お
ほ
む
ね
こ
こ
に
居
佳
し
た
。

こ
の
城
は
天
然
の
地
形
を
利
用
し
た
所

謂
山
城
で
、
1
1
1
方
を
断
崖
に
か
こ
ま
れ

西
方
眼
下
に
根
占
平
野
を
望
み
、
雄
川

は
平
野
の
中
央
を
蛇
行
し
て
塩
入
海
岸

に
注
ぐ
景
勝
の
地
で
も
あ
る
。
城
を
中

心
に
山
田
城
、
国
見
城
、
野
間
城
、
瀬

脇
城
を
配
置
し
て
南
隅
の
一
都
城
を
な

し
て
い
る
。
城
の
高
さ
二
十
間
あ
り
大

小
六
つ
の
丸
よ
り
な
り
、
本
丸
を
申
央

に
し
て
城
と
城
と
の
間
は
千
偲
の
渓
谷

を
な
し
わ
つ
か
に
人
馬
を
通
ず
る
の
み

附
近
に
富
田
、
南
谷
、
北
之
口
鱒
の
都

落
が
あ
る
。

七
・
禰
寝
氏
大
根
占
院

　
　
を
領
す

大
根
占
院
の
領
主
を
見
る
に
平
安
末
期

頗
原
頼
光
之
を
領
し
、
下
つ
て
七
十
ハ

年
二
条
天
皇
の
畏
寛
二
年
日
向
国
南
郷

の
郡
司
富
山
氏
（
藤
原
氏
）
来
た
り
九

十
七
代
後
村
上
天
墨
の
文
和
二
年
ま
で

百
八
十
八
年
間
領
有
し
高
城
を
居
城
と

し
た
事
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
、
富
山

氏
の
予
孫
鍛
代
に
し
て
越
前
守
時
義
に

い
た
り
子
孫
な
v
、
祢
寝
家
よ
り
清
輯

を
蕃
子
に
迎
え
た
が
其
の
勢
力
振
わ
ず

遂
に
祢
寝
家
八
代
清
有
は
大
根
占
院
ま

で
領
有
す
る
に
い
た
つ
た
。
こ
の
頃
の

祢
寝
氏
の
領
土
は
ハ
根
占
、
佐
多
、
田

代
の
大
根
田
、
百
引
、
鹿
屋
、
大
根
占

を
合
せ
遠
く
福
岡
県
の
比
伊
郷
、
永
淵

庄
ま
で
含
め
て
、
南
隅
に
於
け
る
I
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堂

た
ろ
う
か
。
銭
づ
其
の
背
景
と
な
る
三

州
の
姿
を
の
ぞ
い
て
見
よ
う
。

o
1
1
1
州
の
形
勢

吉
野
朝
時
代
の
世
相
は
今
日
の
常
障
で

判
断
出
来
な
い
程
混
屯
た
る
「
時
代
て

子
は
親
に
反
抗
τ
、
家
臣
は
主
家
に
反

旗
を
ひ
る
が
え
し
、
道
義
▲
ぐ
す
た
れ

て
節
操
も
な
ぐ
大
義
名
分
も
立
た
な
い

暗
黒
の
時
代
で
あ
つ
た
。
爾
朝
の
忠
臣

楠
正
成
の
如
き
も
当
時
は
朝
敵
と
し
て

賊
の
取
扱
い
を
受
け
て
お
り
’
其
の
子

孫
は
永
く
世
に
出
る
事
は
出
来
な
か
つ

た
。
正
成
の
死
後
二
百
有
余
年
を
経
た

永
緑
二
年
に
い
た
り
正
親
町
天
皇
よ
り

朝
敵
御
免
の
論
旨
を
た
ま
わ
り
、
朝
敵

の
汚
名
を
そ
A
い
だ
の
で
あ
る
。
正
成

が
忠
臣
と
し
て
国
民
に
認
識
せ
ら
れ
る

に
至
つ
た
の
は
徳
川
栄
以
降
の
奉
で
あ

る
。
こ
の
一
事
を
以
て
す
る
も
当
時
の

世
相
の
一
班
を
う
か
さ
う
事
が
出
来
る

の
で
あ
る
。
か
A
る
時
代
で
あ
る
か
ら

必

勢
力
と
な
り
高
山
の
肝
付
氏
に
対
抗
す

る
ま
で
に
発
展
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

八
、
吉
野
朝
時
代
に
お

　
　
け
禰
寝
氏
の
動
き

七
代
清
成
時
代
に
到
り
天
下
は
南
北
両

朝
媒
分
れ
爾
来
六
十
余
年
間
は
全
国
一

い
た
る
所
其
の
渦
中
に
巻
き
こ
ま
れ
t

九
十
九
代
後
小
松
天
皇
に
到
り
両
朝
は

統
l
さ
れ
て
安
定
す
る
に
い
た
つ
た
の

で
あ
る
が
こ
の
閲
祢
寝
家
は
八
代
清
有

九
代
久
清
十
代
清
平
の
時
代
で
大
隅
地

方
も
戦
乱
の
巷
と
化
し
た
時
代
で
あ
る

こ
の
期
の
太
隅
の
状
勢
は
ど
う
で
あ
っ

第
＋
七
回

地

続

に
旗
一
流
を
与
え
た
こ
の
旗
ほ
白
絹
の

上
に
八
幡
大
醤
薩
と
書
か
れ
祢
寝
氏
の

級
に
尊
氏
の
名
が
記
し
て
あ
つ
た
が
後

載
火
に
か
X
つ
た
の
で
再
田
し
た
も
の

が
現
在
根
占
町
南
谷
に
伝
え
ら
れ
て
当

詩
め
槙
様
を
知
る
事
が
出
来
る
。

軍
な
る
戦
争
を
あ
げ
る
と
次
の
通
万
。

七
代露
代

ユ
、
廷
元
元
年
肝
付
兼
重
を
都
城
の
三

　
爆
弧
に
攻
む
。

2
、
正
平
六
年
楡
井
頼
仲
を
大
姶
良
城

　
百
引
の
加
瀬
田
城
、
轡
鳳
蹟
に
攻
む

3
、
大
根
占
平
野
載
場
と
化
す

　
正
平
七
年
十
1
月
志
布
志
の
輸
井
頼

　
仰
は
大
挙
根
占
に
迫
り
国
見
城
（
城

　
内
）
を
囲
ん
だ
。
祢
寝
氏
よ
く
戦
い

　
　
一
度
は
撃
退
し
た
が
翌
月
十
；
1
月
三

　
日
再
び
占
△
根
占
平
野
よ
り
城
を
包
囲

　
し
た
。
十
二
月
十
九
日
先
づ
東
方
花

　
ノ
木
方
面
よ
り
丘
づ
た
い
に
城
を
攻

　
撃
、
1
1
十
1
日
は
西
方
柴
立
天
り
攻

　
め
た
が
城
は
陥
落
す
る
に
到
ら
ず
、

　
　
1
1
十
三
日
東
西
よ
g
一
斉
攻
撃
に
う

　
　
つ
り
両
軍
火
花
を
散
ら
し
て
激
戦
と

　
な
っ
た
、
然
る
に
連
日
の
包
囲
作
戦

　
に
よ
り
水
に
乏
し
い
城
内
ほ
よ
う
か

　

く
苦
戦
に
お
ち
い
つ
た
’
時
に
城
内

　
　
に
知
恵
者
あ
g
l
策
を
ろ
う
し
て
危

　
　
機
を
救
お
う
と
決
5
0
し
た
。
或
る
日

地
方
の
賓
族
に
い
た
つ
て
わ
’
自
己
の

擁
護
と
利
慾
の
為
に
汲
友
と
し
、
朝
に

南
期
に
属
し
、
タ
に
北
朝
に
罵
す
る
者

も
あ
つ
た
の
で
あ
る
．
三
州
に
於
て
は

概
ね
I
I
分
し
た
が
其
の
所
属
は
次
の
通

り
で
あ
つ
た
。

藍一〇薩
摩
の
守
護
職
阿
蘇
継
持
、
渋
谷
氏

一竃
氏
塵
兵
霜
氏
、
矢

　
上
氏
、
伊
集
院
氏
、
鮫
島
氏
、
阿
辺

　
氏
、
揖
宿
氏
、
知
覧
氏
、
谷
山
氏
、

o
大
隅
に
於
て
は
高
山
の
肝
付
兼重
、

　
志
布
志
の
聾
頼
仲
、
菱
刈
氏

o
日
向
に
於
て
は
伊
東
祐
広

北
朝
（
武
家
方
）

○
薩
摩
の
守
謹
島
津
貞
久
、
執
印
氏
、

　
渋
谷
氏
、
篠
原
氏
、
伊
作
氏
、
二
階

箆
O
大
隅
に
於
て
は
守
護
島
津
貞
久
、
根

　
占
の
祢
寝
清
成
、
税
所
氏
、
重
久
氏

O
日
向
の
守
護
畠
山
義
顕
、
伊
東
祐
持

　

土
持
氏

O
祢
寝
氏
動
の
ぎ

北
朝
に
属
し
た
祢
寝
氏
は
足
利
尊
氏
の

輩
下
に
あ
り
、
鹿
児
島
の
島
津
氏
、
日

向
の
畠
山
直
顕
と
手
を
結
び
、
高
山
の

肝
付
兼
鼠
、
志
布
志
の
楡
井
頼
伸
に
対

抗
レ
た
。
其
の
戦
功
に
よ
り
尊
氏
は
特

IJI
十
間
の
城
壁
よ
り
真
清
水
こ
ん
乙

ん
と
流
れ
落
ち
白
滝
の
如
く
其
の
と

y
ま
る
を
知
ら
ず
、
之
を
見
た
敵
兵

は
実
に
び
つ
く
り
、
水
き
A
ん
に
よ

り
降
伏
す
る
は
時
の
問
題
だ
と
の
み

思
い
ご
ん
で
い
た
矢
先
、
滝
と
流
れ

る
水
が
あ
る
か
ら
に
わ
、
と
う
て
い

陥
落
の
望
み
な
し
と
見
て
遂
に
囲
み

を
と
い
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
’
後
で
艮
く
蘭
べ
た
ら
、
白
滝

の
清
水
は
白
米
で
あ
つ
た
と
い
ふ
．

　
こ
の
話
は
今
も
口
伝
と
し
て
当
地
方

　
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

八
代
清
有
時
代

1
、
正
平
七
年
楡
井
頼
仲
と
大
姶
艮
城

に
戦
う
o

2
’
正
平
八
年
花
岡
の
木
谷
城
、
及
び

大
姶
艮
城
を
攻
む
。

九
代
清
平
時
代

ユ
、
島
津
公
よ
り
指
宿
の
成
川
を
賜
ふ

2
、
応
平
l
l
十
四
年
島
津
久
林
と
川
辺

　
の
松
尾
城
と
戦
い
渡
半
及
び
弟
清
息

討死
。

以
上
で
南
北
朝
時
代
の
戦
乱
記
を
終

る
。
　
　
　
　
★

　
　
　
☆

”1

⑱
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大
根
占

　
　
＃
　
川

地
匿
に

±

／
　
／

経
済
課
で
は
’
二
十
八
年
度
か
ら
、
主

と

し
て
士
方
面
に
防
災
茶
園
の
設
情
を

奨
励
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
は
下
場

地
帯
（大
根
占
、
鳥
浜
、
神
川
、
皆
倉

）
を
竃
息
的
に
普
及
す
る
計
画
で
す
。

防
災
茶
園
は
ー
、
傾
斜
地
の
土
の
流
亡

す
る
の
を
防
ぎ
’
2
、
台
風
の
被
害
を

軽
減
し
、
3
、
茶
を
と
つ
て
換
金
化
す

る
な
ど
の
利
点
が
あ
g
、
畑
が
多
く
、

傾
斜
地
で
、
台
風
被
害
の
大
き
い
本
町

で
は
、
防
災
茶
園
を
仕
立
て
る
ご
と
は

大
事
な
ご
と

、
い
え
ま
し
よ
う
。

今
年
の
計
画
面
積
は
1
0
町
歩
で
t
苗

木
の
都
合
も
あ
る
の
で
、
希
望
者
は
十

11月
l
l
十
日
ま
で
に
部
落
長
を
通
じ
て

申
込
む
よ
う
、
経
済
課
で
は
望
ん
で
い

ま
す
。

△
植
付
の
方
法

全
畑
面
積
の
一
一
割
位
を
普
通
植
付
け
る

が
’
　
I
割
で
も
よ
い
。
防
災
の
効
粟
を

あ
げ
る
に
は
二
創
厚
上
植
え
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

晒
畔
か
ら
は
一
三
尺
な
い
し
玉
尺
く
ら
い

内
側
に
植
付
0
る
o
植
付
期
間
は
1
1
i
月

ト
葡
で
、
一
畝
当
、
六
〇
本
N
九
Q
本

1
0
町

歩

の
苗
木
が
い
る
o

△
苗
木

申
　
込
　
は

／
20

日
ま
で

　
　
　
s

紅
茶
や
緑
茶
の
苗
木
を
植
牙
付
け
る
。

苗
木
は
一
本
四
円
程
度
だ
が
’
補
助
三

昨
年
ま
で
は
秘
子

（在
来
欄
）
で
植
え
円
個
人
負
担
一
円
く
ら
い
で
普
及
さ
れ

た
が
、
今
年
は
、
海
岸
地
帯
に
適
し
た
る
予
定
で
あ
る
。

＝
”
i
水
稻
共
済

撚　
　
支

合
一
◎
お
ま
ち
か
ね
の
二

憩
　
十
九
年
度
水
稻
共

濟　

済
金
が
き
ま
し
た

挽金

共
．
組
合
は
法
の
趣
旨
に
そ
s
、
共

済
金
一
九
二
万
四
八
六
ご
門
に
組
合
手

持
金
七
万
I
I
i
三
1
五
円
、
法
定
積
立
金

八
万
六
ご
九
五
円
を
加
え
、
合
w
h
1
1
0

のい

始

む

ハ
万
四
四
七
一
円
を
，
共
済
金
と
し
て

麦
払
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
政
府
は
共

済
掛
金
と
の
相
殺
を
禁
じ
て
い
ま
す
、

ま
た
保
険
と
い
う
も
の
は
掛
金
を
か
け

て
は
じ
め
て
成
立
す
る
も
の
で
す
か
ら

掛
G
未
納
の
人
は
’
早
く
納
め
て
下
さ

い
e
掛
金
の
す
ん
だ
人
に
は
衷
払
を
は

じ
め
て
い
ま
す
。

◎

火
災
保
険
に
加
入
し
ま

　
　
よ
・
フ

火
災
の
多
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
火

の
用
心
も
大
事
な
こ
と
で
す
が
、
飛
火

類
焼
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

わ
が
家
、
う
ま
や
が
万
一
焼
け
た
と
き

の
為
に
共
済
組
合
の
火
災
保
険
に
加
入

し
ま
し
よ
う
。
掛
金
は
瓦
葺
の
場
合
、

金
額
l
l
万
円
に
一
o
o
円
、
十
万
円
に

五8
円
、
ワ
ラ
譲
二
再
に
三

M
t
V
●
～
W
“
t
V
－
N
“
N
－
v
V
◆
e
s
）
■
t
’
－
b
“
－
N
－
t
－
b
－
－
N
◆
N
“
v
v
｝
t
．
“
－
t
V
－
v
－
v
．
－
v
V
－
t
－
－
－
t
v
－
“
V
“
t
V
－
t
v
“
N
－
N
e

水
稻

早
期

栽
培
と

　　　　　　
早

堀

馬
鈴
薯

こ

の
頃
鹿
児
島
県
は
〃
台
厨
銀
座
“
な

N
と
い
う
有
難
く
な
い
言
葉
を
頂
戴
す

る
ま
で
有
名
に
な
つ
た
が
、
毎
回
の
災

害
に
は
ほ
と
く
困
る
、
自
然
の
猛
威

に
は
水
爆
の
時
代
で
も
ど
う
に
も
な
ら

ぬ
ら
し
い
。
こ
の
災
管
を
さ
け
る
た
め

に
水
稲
の
早
期
栽
培
を
奨
励
さ
れ
て
来

た
が
、
過
去
三
年
間
の
成
績
は
非
常
に

ょ
v
、
県
農
試
の
成
績
で
は
二
十
八
年

度
三
石
一
斗
二
九
年
度
二
石
八
斗
三
〇

年
三
石
六
斗
と
何
れ
も
増
収
で
、
こ
れ

は
普
通
作
で
二
石
七
斗
位
の
田
で
あ
つ

た
。鹿
屋
市
の
坂
本
部
落
で
は
、
三
二
町
歩

の
田
を
今
年
一
六
町
か
も
早
期
に
切
か

え
、
最
高
三
’
九
石
最
低
l
l
・
三
石
、

平
a
s
l
1
・
五
石
の
笑
績
を
だ
し
て
い
る

平
年
で
l
i
石
前
後
の
田
だ
そ
う
た
か
ら

二
割
以
上
の
増
牧
と
い
う
わ
け
だ
O

来
年
は
海
岸
線
は
九
六
町
歩
全
部
早
期

に
と
は
り
切
っ
て
い
る
。

は
飼
料
作
物
の
類
ま
で
、
い
ろ
く
播

県
農
素
会
議
、
そ
の
他
の
農
業
団
体
か
れ
、
し
か
も
そ
の
あ
と
に
早
生
麦
を

も
積
極
的
に
水
陸
稲
の
早
期
栽
培
を
す

A
め
て
お
り
、
わ
が
村
で
も
、
山
ノ
ロ

方
面
と
e
神
川
方
面
に
約
十
町
歩
の
面

積
が
確
定
し
い
る
o

町
に
は
海
岸
ぞ
い
に
一
五
〇
町
歩
の
適

応
水
田
が
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
今
後

強
力
に
お
し
す
A
め
る
こ
と
が
肝
襲
と

思
う
。
次
に
田
植
前
の
耕
地
の
利
用
度

を
考
え
て
み
る
と
、
牧
か
v
が
八
月
下

旬
で
あ
る
か
ら
、
ち
よ
う
ど
秋
野
菜
の

播
翻
期
て
r
白
菜
類
を
は
じ
め
、
ネ
ギ 頂

る
か
ら
、
匡
三
作
も
四
作
も

工
夫
に
ょ
っ
は
大
根
占
特
産
と
銘
う
つ

i出
荷
を
考
え
ら
れ
な
い
ご
と
も
な
い
e

兜
錨
肇
は
・
前
作
と
し
て
亘

1一
堀
馬
鈴
薯
の
計
画
を
た
て
、
十
1
1
月
l
l 十

日
ま
で
に
植
え
終
る
よ
う
、
n
十
八

名
の
会
員
は
す
で
に
整
地
や
堆
肥
の
準

備
な
ど
に
活
発
に
動
き
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
共
同
苗
代
予
定
地
に
は
各
自
堆

肥
を
持
ち
よ
s
全
面
施
肥
を
行
う
ご
と

に
し
て
い
る
。

o
円
、
＋
万
円
に
六
〇
〇
円
と
な
つ
て

お
り
、
保
険
の
期
間
は
一
年
で
す
。

一戸
で
金
額
三
〇
万
円
ま
で
加
入
で
き

ま
す
。
掛
金
は
ど
こ
よ
り
も
妥
v
、
麦

払
い
の
早
い
共
済
組
合
の
火
災
保
険
に

加
入
し
ま
し
よ
う
。
組
合
員
で
あ
れ
ぱ

誰
で
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎

こ
ろ
ば
ぬ
先
の
杖

　
　
牛
馬
共
済
に
加
入
し
ま

　
　

し
よ
う

掛
金
表
（
期
聞
は
一
年
）

牛

で
よ
ニ
ひ
ラ
じ
ご
コ
ニ
ロ
ご
エ
ニ
ロ
コ
ち
ニ
リ
や
こ
ひ
ご
サ
　
エ
ニ
ロ
　
ロ
コ
ニ
ぷ
ニ
ロ
ニ
コ
ニ
リ
ニ
ご
ニ
ひ
コ
ご
ニ
こ
ロ
コ
ニ
コ
サ
よ
コ
こ
タ
　
リ
コ
　
ち
ロ
ご
　
ひ
ニ
よ
ニ
ロ
ニ
ご
ち
ひ
の
ご
ち
コ
こ
ニ
の
ニ
ロ
こ
び
ニ
ご
ニ
リ

罵

一
万
円
に

ll万
円
に

一
万
円
に

ll万
円

三
万
円

四
万
円

田
万
円

掛
金
二
九
五
円

〃
　
五
九
〇
円

〃
　
五
六
〇
円

〃
　
＝
I
I
O
円

〃
　
一
八
八
〇
円

〃

一天
四
〇
円

〃
　
三
四
二
〇
円

今
　
年
　
は

　
　
　
　
　
早

堀

　
　
　
　
　
馬
鈴
留

一、

敷
培
地
の婆
工

じを

植め

早
掘
馬
鈴
階
は
工
期
に
生
育
す
る
の
で

か
ん
ら

ん
・
え
ん
ど
う
・
爵
膨
・
亘
寒
さ
か
覆
聲
て
や
ら
ね
瑳
ら
な

ミ
蒙
纏
一
一
一
で
‥
溌
一
‥
‥
一
｛

n
t
t
s
m
m
e
n
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目
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l
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3
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昭
和
三
十
年
度
の
町
畜
済
晶
評
会
は
、

十
1
月
八
日
、
鳥
井
戸
せ
り
市
腸
で
開

か
れ
、
牝
牛
綜
合
で
は
神
川
地
区
が
優

膨
た
、
当
日
は
壁
三
頭
、
陛
・
、

六
二
頭
、
種
p
豚
1
o
頭
、
山
羊
H
ハ
頭

i曇1ご祓iir稜’’’”％’9．i’wg’”＾’”勝］

　2宴＿∨．．．．町畜産品評会開く一凸～・＾鵬

角
三
オ
牝
牛

1
湯
之
口
貞
夫

2
半
下
石
三
夫

審
殖
牛

　
　
　
　
　
　
　
1

が
田
品
さ
れ
’
入

　
　
　
　
　
　
　

2

賞
者
は
次
の
と
お

　
　
　
　
　
　
　
糧

り
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
1

△
数
字
は
順位
、

　
　
　
　
　
　
　
2

三
等
以
下
は

藷
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
ユ

当
才
馬

1
宮
下
交
男

2
坂
元
市
之
亟

l1才
牝
馬

工
園
田
功

三
才
牝
馬

1
岩
崎
純
義

審
殖
馬
工
園
田
功

2
宮
下蚤
　

2
檀
口
互
一
助

　　　　　　　　

当
才
牝
牛

2
岩
切

清
吉

ユ
中
俣
道
夫
　
2
湯
之
口
貞
夫

2
　
上
之
園
与
四
郎
　
2
　
西
北
吉
左

小
田

甚
吉

有
村
金
太
郎

豚上
山

ミ
サ

土
岩

邦
夫

山
南
栄
三
郎

2
加
塩

武
雄

2
上
吹
越
重
行

2
諏
訪
原
実

2
東

秀
則

山
革ユ
書
川
正
平
2

　
　
校
区
別
訟
答

陛
頗
位

　
校
区
別

一
ρ
　
神
川
校
区

書
川

文
吉

二点

七数

早

生

陸

稻

を

植

◎

早
生
陸
稻
は
な
せ
よ
い

　
　
か

早
生
陸
稲
は
四
月
一
〇
日
前
後
に
播
い

て
八
月
に
は
牧
か
く
す
る
か
ら
。

コ
、
台
風
の
害
を
受
日
る
こ
と
が
少
な

　
い
．

2
t
阜
ば
つ
の
害
を
ま
ぬ
か
れ
る
。

※
台
風
は
八
月
が
一
番
多
く
次
は
九
月

11位
　
　
大
根
占
校
区
　
　
l
　
四

三
位

　
池
田

校
区

　

　

六

四
位
　
宿
利
原
校
区
　
　
　
一

　
（
一等
三
点
、
ご
等
l
1
点
、
三
等
一

　
　
点
で
算
出
し
た
も
の
）

’

写
爽
上
ニ
オ
牝
馬
一
等

　
牛
一
等
　
下
樹
豚
一
等
）

え

よ

う

　
　
　
　
　
で
あ
る
が
、
九
月
十
月
の
台
風
は
勢

　
　
　
　
　
力
が
強
い
か
ら
被
氏
が
大
き
い
。

　
　
　
　
　
ま
た
雨
が
少
く
星
苦
が
起
る
の
も
、

　
　
　
　
　
八
月
で
、
普
通
の
陸
稲
は
穂
ば
ら
み

　
　
　
　
　
期
で
被
害
が
多
い
、
そ
こ
で
こ
の
八

　
　
　
　
　
月
を
さ
け
る
た
め
早
期
裁
培
を
や
る

　
　
　
　
⑥
前
作
は
さ
う
す
る

　
　
　
　
播
種
時
期
の
四
月
十
日
頃
は
畑
に
麦
か

　
　
　
　
ナ
タ
ネ
が
あ
る
の
で
、
前
作
に
は
早
生

　
　
　
　
麦
、
燕
麦
、
審
馬
鈴
署
を
植
え
、
聴
聞

　
　
　
　
を
広
く
し
て
お
い
て
’
そ
の
咄
と
畦
の

　
　
　
　
問
ゼ
播
き
つ
け
る
。
　
　
　
　
　
°

　
　
　
　
1
、
前
作
の
聴
間
は
三
尺
と
す
る
o

中

矛
牝
ロ
縣
州
酷
臨
蒲
錐
が

　
間
を
六
寸
と
す
る
。

早
生
陸
稲
を
八
月
末
牧
か
く
し
た
後
作

は
、
秋
そ
ば
、
秋
馬
鈴
蟹
、
そ
菜
、
ナ

タ
ネ
苗
な
ど

を
播
き
つ
け
る
。

⑥
栽
培
方
法

ユ
、
種
子

　
充
分
唐
箕
選
を
し
て
’
ウ
ス
プ
ル
ン

　
1
O
O
O
倍
液
び
八
時
間
つ
け
て
消

毒
す
る
。

2
、
品
田

　
東
海
二
九
号
、
中
農
一
号
、
西
海
モ

　
チ
ニ
八
号

東
海
モ
チ
三
〇
暑
、
農

　
林
二
一
号
な
ど
が
よ
い
。

　
本
町
で
は
今
の
と
こ
ろ
、
東
海
二
九

号
の
種
子
だ
け
が
準
備
し
て
あ
る
。

3
、
播
種

播
種
期
四
月
古
前
後

　
播
繍
量
反
当
五
．
．
六
升

播
巾
四
寸
に
て
い
ね
い
に
す
じ
播
き

　
．
L
　
t
．
　
t
－
■
　
－
●
－
－
・
“
　
－
I
－
　
－
●
－
－
・
・
4
t
l
　
－
t
i
・
t
－
i
　
r
l
’
　
e
t
，
t
－
・

12月の農作業
◎
麦
ま
き
を
早
く

　

し
ま
し
よ
う

ー
、
畦
巾
と
播
き
巾

水
田
裏
作
は
畦
巾
四
－

薫
尺
に
播
き
m
六
寸
の

　
二
条
播
き
に
す
る
と
作

業
能
率
も
あ
が
り
、
牧

量
も
多
い
e

畑
麦
は
間
作
を
す
る
場

合
は
喧
間
を
広
く
（
三

尺
）
と
ら
な
い
と
間
作

てえ
　
る
人
　
に

い
。
裁
培
地
は
霜
の
お
り
な
い
暖
い
と

こ
ろ
を
選
ぶ
。

一
一、
租
イ
毛

ユ
、
植
付
の
時
期
に
完
全
に
休
眠
を
終

つ
て
い
る
こ
と
。

2
、
太
さ
は
十
匁
前
後
、
大
き
い
イ
モ

　
は
切
つ
て
t
は
l
l
ツ
以
上
つ
け
る
o

3
、
晶
種
は
勇
爵
ま
た
は
農
林
一
号
が

よ
い
。

三
、
肥
料
（
単
位
は
貫
）

堆
肥
硫
安碧塩加

人
養
尿

基

肥

追
肥

11o
O
〆

　
　
三
　
七

　
I
o
　
五

　
　
三

　
　
　
一
6
0

8三三68計

四
’
植
え
方

　
喧
巾
l
l
尺
株
間
八
寸
か
ら
一
尺

聴
は
普
通
畦
と
し
て
、
と
く
に
排
水

　
の
悪
い
水
田
は
高
階
と
す
る
’
植
み

ぞ
を
掘
つ
て
、
切
断
面
を
下
に
し
て

肥
料
を
や
る
、
ま
た
は
植
え
み
ぞ
に

全
面
に
肥
料
を
や
り
、
土
を
お
い
て

種
い
も
を
置
い
て
も
よ
い
、
覆
士
は

　
二
寸
く
ら
、
い
植
え
終
つ
た
ら
軽
く

土
寄
せ
を
す
る
。

五
、
管
理

ユ
、
追
肥
土
寄
せ

　
で
き
る
だ
D
早
目
に
第
一
回
の
追
肥

　を
終
り
、
｝
早
丈
六
、
七
寸
ま
で
に
一
二

回
v
ら
い
や
る
。

2
、
防
寒

防
寒
は
一
番
大
事
で
、
や
ら
な
い
と

　
一
一
割
の
減
牧
と
な
る
’
ワ
ラ
や
モ
ミ

　
ガ
ラ
を
か
ぶ
せ
る
簡
易
な
方
法
で
も

よ
い
o

K
、
収
か
く

璽
粟
が
黄
色
く
な
る
の
が
適
期
だ
が

　
早
掘
は
市
況
と
に
ら
み
合
わ
せ
て
出

荷
す
る
。

　
　
△
農
業
改
良
普
及
員
山
田
亮
三
）

する
。

4
、
施
肥
と
管
理

　
（
標
準
）
基
肥
追
肥

堆

肥

三
〇
〇
〆

硫

安
　
　
七
　
　
二
〆

過

石
　
一
〇

塩

加
　
　
二

種
子
は
水
に
浸
し
て
播
く
場
合
は
肥
料

む

ち
　
ひ
コ
　
よ
　
ふ
マ
ロ
　
　
ウ
　
ぷ
や
　
コ
ら
コ
　
コ
ロ
ニ
ロ
コ
コ
　
　
　
ご
の
ロ
　
の
ロ
ご
コ

　
を
す
る
作
物
の
生
育
が
悪
い
。
麦
単

　
作
の
場
合
は
一
尺
五
寸
に
播
き
巾
三

　
寸
が
普
通
で
あ
る
。

ス
肥
料

　
表
は
肥
罰
六
ぽ
地
力
四
割
と
い
う
、

燐
酸
、
加
墨
は
全
量
元
肥
に
、
チ
ッ

　
ソ
胴
綻
科
↓
貼
一
π
晒
工
四
割
一
、
追
肥
F
六
舶

堆
肥
は
出
き
る
だ
け
多
く
や
る
．

◎
ナ
タ
ネ
の
移
植
を
急
ぎ

　
　

ま
し
よ
う

台
風
で
播
き
な
お
し
た
処
も
あ
る
が

気
温
の
下
ら
な
い
中
に
出
き
る
だ
け

と
ま
ぜ
な
い
こ
と
。

追
肥
は
生
育
を
み
て
六
月
n
十
日
ご
ろ

逮
で
に
や
る
。

稲
が
一
寸
五
分
位
に
の
び
た
時
一
尺
の

閲
に
l
O
本
位
に
間
引
き
発
穿
の
悪
い

と

こ
ろ
は
補
植
す
る
。
　
　
　
°

中
耕
除
草
は
六
月
中
旬
ま
で
に
終
る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
讃
）

ご
コ
　
ニ
ロ
コ
ち
ご
エ
コ
ニ
ニ
じ
ウ
　
ロ
の
ロ
ぐ
コ
の
よ
　
テ
ご
ひ
ふ
ら
エ
ご
サ
　
の
　
の

早
く
移
し
よ
う
。
お
く
れ
る
と
活
猫
が

愚
く
、
根
の
伸
長
分
技
が
少
く
敗
量
が

少
v
な
る
。

1
、
牡
植
の
密
度
は
、
条
件
の
よ
い
と

　
こ
ろ
は
反
当
三
、
○
○
○
本
、
普
通

　
t
e
l
l
l
五
〇
〇
本
か
ら
四
五
〇
〇
本
の

　
密
禰一

が
牧
撮
が
ー
る
e

2
、
肥
料
は
チ
ノ
ソ
葺
寄
ら
な
い
旦

難
竃
蹴
議
睡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋

〃

1
1
商
品
と
し

麗
資

　
　

　
　

私
は
前
回
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
数
を
基
準

と
し
て
家
畜
の
役
割
を
考
え
た
場
合
、

一
年
三
百
六
十
五
日
の
う
ち
’
四
十
日

は
役
畜
（
牛
馬
の
畜
力
を
利
用
し
て
田

畑
の
耕
起
、
晶
物
の
運
搬
な
ど
に
使
う

家
畜
の
こ
と
）
で
あ
る
が
残
り
三
百
二

　
　
　
ふ
ん
ら
く

十
五
日
は
糞
畜
で
あ
り
農
家
の
堆
厩
肥

生
産
の
原
動
力
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、

こ
の
有
効
な
利
用
に
は
畜
舎
の
糞
尿
分

離
施
股
を
整
備
す
る
こ
と
が
、
ど
ん
な

に
大
事
で
あ
る
か
を
力
説
し
た
。
つ
ぎ

に
一
年
三
百
六
十
五
日
の
う
ち
に
考
え

ら

れ
る
、
も
う
1
つ
の
役
割
と
し
て
仔

を
生
む
家
畜
で
あ
り
農
薬
に
役
立
っ
も

の
と
し
て
種
畜
　
（
正
式
に
は
種
付
を
な

し
屡
せ
ら
れ
る
竃
惚
暴
お

　
　
お
で

れ
た
牡
等
は
含
ま
な
い
）
の
役
割
が
あ

る
が
こ
れ
は
大
部
分
の
農
家
は
牝
を
飼

つ
て
お
り
、
本
町
で
最
も
重
要
な
和
牛

牝
に
つ
い
て
考
え
て
見
た
い
。
今
成
る

　
　
　
　
　
め
て

農
家
の
和
牛
牝
が
一
月
一
日
に
種
付
し

て
順
調
に
行
つ
て
仔
を
生
む
と
す
る
と

妊
娠
期
閲
l
I
百
八
十
五
日
で
、
一
年
三

百
六
＋
五
日
の
聞
に
二
百
八
＋
五
日
は

仔
畜
を
生
む
為
の
日
数
で
あ
s
こ
れ
を

考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
o
従
つ
て
農
家
と
し

て
最
も
大
事
な
事
は
、
仔
を
な
ん
と
か

し
て
高
く
売
れ
る
よ
う
に
、
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
然
し
な
が
ら
本
町
農

家
の
和
牛
の
セ
リ
市
状
況
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
十
月
セ
リ
市
で
登
録
牛
は
’

出
場
仔
牛
九
十
n
頭
f
f
l
l
j
十
六
頭
、
四

割
弱
で
あ
s
、
残
り
六
割
は
「
其
の
他

の
牛
　
（
登
録
資
格
の
な
い
牛
）
」
で
あ

る
し
か
も
十
月
セ
リ
市
で
登
録
資
格
は

平
均
一
万
二
千
一
二
百
円
で
あ
り
其
の
他

の
牛
は
九
千
円
で
あ
る
か
ら
価
格
差
は

三
千
三
百
円
で
あ
る
。
登
録
牛
を
一
年

飼
え
は
少
く
と
も
三
千
円
の
増
牧
を
来

す
こ
と

に
な
り
t
優
秀
な
種
牝
畜
で
あ

れ
ば
’
其
以
上
の
増
牧
に
な
る
こ
と
は
一

が
あ
つ
て
、
其
の
他
の
牛
を
飼
い
登
録

牛
を
飼
は
な
い
の
か
。
私
は
実
に
了
解

に
苦
し
む
の
で
あ
る
。
叉
あ
る
人
は
登

録
牛
を
飼
つ
て
、
種
付
し
な
い
人
が
居

　
　
　
わ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
τ

る
。
そ
の
理
由
を
聞
v
と
使
役
に
は
牡

　
め
y
　
“
」
な

て

の

役

目
‖

格

牛

へ

蜻
W
換
が
先
決

崎

ず
る
事
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ

責
を
負
う
べ
き
は
技
術
者
で
あ
り
農
民

で
あ
り
家
畜
商
で
あ
る
。
技
術
者
な
れ

ば
畜
産
指
導
の
任
に
当
る
者
と
し
て
t

農
民
に
其
の
他
の
牛
発
生
乗
然
防
止
策

を
構
じ
農
民
、
家
畜
商
を
善
導
す
ぺ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
九
†

責
任
が
あ
る
。
ま
た
農
民
も
唯
徒
ら
に

家
畜
商
の
貫
う
が
ま
A
に
な
つ
て
、
何

ら
為
す
所
を
知
ら
な
か
つ
た
の
も
賢
任

が
あ
る
。
家
畜
商
も
籍
搭
は
後
か
ら
送

る
と
言
つ
て
、
送
ら
な
い
の
に
も
賢
任

が
あ
る
。
此
の
際
各
目
が
反
省
し
て
こ

囎
瞼
郡
で
は
其
の
他
の
牛
は
、
一
頭
も

居
な
S
。
仮
に
僅
か
居
て
も
、
其
は
資

格
牛
よ
り
生
産
さ
れ
た
失
格
牛
で
あ
る

に
過
ぎ
な
い
し
数
も
極
め
て
僅
か
な
も

の
で
、
そ
う
い
う
牛
は
や
が
て
淘
汰
さ

れ
て
し
ま
う
。
現
在
和
牛
の
仙
段
が
安

い
か
ら
飼
う
の
に
彊
合
が
な
い
と
云
う

人
が
あ
る
が
、
値
段
が
安
か
ろ
う
が
高

か
ろ
う
が
和
牛
は
農
家
の
家
族
の
1
員

と
し
て
飼
は
な
け
れ
ぱ
、
農
業
が
出
来

な
い
と

首
つ
て
も
よ
い
程
の
も
の
で
農

宝
と
も
言
は
れ
る
所
以
で
あ
る
。
翼
夏

の
作
物
の
よ
う
に
台
風
害
に
よ
る
不
安

定
性
に
比
較
す
れ
ば
、
謂
は
安
全
作
で

あ
り
、
畜
産
部
門
を
強
化
す
れ
ば
、
農

業
経
営
は
窒
疋
度
が
高
く
な
る
こ
と
は

多
貢
を
要
し
な
い
。
叉
和
牛
の
値
の
安

い
こ
と
は
考
え
様
に
よ
つ
て
は
「
其
の

他
の
牛
」
を
登
録
牛
に
切
換
え
る
絶
好

の
チ
ヤ
ン
ス
で
あ
る
。
叉
仙
の
安
い
こ

と
は
此
の
次
高
く
な
る
前
提
と
考
え
て

亀
良
く
叉
高
く
な
る
見
透
し
が
あ
る
。

私
は
こ
こ
で
其
の
他
の
牛
に
つ
い
て
、

ど

う
し
て
こ
れ
か
ら
其
の
他
の
牛
が
出

な
い
よ
う
に
す
る
か
ま
た
ど
う
し
て
其

の
他
の
牛
を
解
消
し
、
全
部
登
撃
に

切
換
え
る
か
な
ど
1
　
つ
い
て
所
見
を
申

述
べ
た
い
。

rl体
ど
う
し
て
其
の
他
の
牛
が
出
来

る
の
か
」
そ
の
原
因
が
分
ら
な
い
こ
と

に
は
’
此
発
生
を
防
止
す
る
方
法
を
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

明
か
で
あ
2
る
に
爾
蓼
幹
舗
罐
ぷ
雛
ピ

法
と
し
て
農
民
各
位
に
、
次
の
事
を
提

唱
し
た
い
。
そ
し
て
所
謂
考
へ
る
騰
民

に
な
つ
て
戴
き
た
い
。
即
ち
牛
を
購
入

す
る
に
は
籍
魯
の
未
交
付
の
も
の
に
限

り
、
必
ず
購
入
価
格
の
一
割
か
二
割
程

租
付
を
す
る
と
仔
を
育
て
る
の
が
う
る
た
時
に
同
時
に
金
を
払
う
こ
と
で
あ
る

さ

く
て
副
く
さ
s
と
賞
霞
ん
な
羅
雛
↑
纏
薫
鴫

つ
も
り
な
ら
、
牡
を
飼
つ
て
去
勢
し
た
そ
し
て
直
に
技
術
員
に
連
絡
し
て
そ
の

方
が
余
程
よ
い
。
何
の
必
要
が
あ
つ
て
牛
が
婚
書
と
間
違
い
の
な
い
も
の
で
あ

不
経
済
的
に
も
登
録
牛
を
種
付
を
せ
ず
一
る
か
ど
う
か
、
照
合
し
て
牛
籍
簿
に
の

よ
・
牝
の
i
b
z
－
r
e
R
＿
）
v
て
よ
い
麦
蕩
金
農
。
て
、
讐
露
つ
て
来

蟻§
詫
e
て
や
る
と
頭
．
す
る
の
か
．

私
は
讐
て
膿
眼
郡
に
唐
た
事
が
あ
る
が
円
の
資
格
牛
を

せ
て
貰
う
、
具
越
的
に
貢
へ
は
’
　
I
万

　
　
　
　
　
　
　
て
来
た
ら
、
籍
書

浜

俊

郎

来
る
と
思
ふ
そ
し
て
其
の
他
の
牛
は
肥

青
し
て
肉
牛
と
し
て
鹿
屋
市
場
で
売
却

す
れ
ぱ
高
値
で
売
れ
る
事
間
違
い
あ
る

ま
い
。
今
の
和
牛
の
安
値
の
時
期
を
外

し
て
は
登
録
牛
‘
切
換
へ
る
絶
好
の
時

期
は
到
来
す
る
ま
い
。
徹
底
的
に
チ
ヤ

ン
ス
を
摘
へ
て
将
来
和
牛
振
輿
の
＋
苔

た
る
登
録
牛
に
切
換
へ
よ
う
で
は
な
い

か
。
農
民
各
位
の
自
覚
を
待
っ
こ
と
切

な
る
も
の
が
あ
る
。

の
あ
る
場
合
は
閻
題
で
な
い
が
．
無
く

て
後
か
ら

送
る
と
い
ふ
時
は
金
を
二
千

円
以
上
未
払
に
し
て
置
い
て
籍
書
を
持

つ
て
来
た
時
金
を
払
ふ
か
，
或
は
籍
書

を
持
つ
て
来
て
現
物
の
牛
と
画
万
揃
つ

た
時
初
め
て
、
取
馴
を
す
る
方
法
で
あ

る
。
私
は
寧
ろ
籍
書
と
現
物
の
牛
と
二

つ
揃
つ
た
時
取
引
を
す
る
方
法
を
す
x

め
る
。

家
畜
商
も
所
謂
籍
轡
は
大
事
に
扱
つ
て

貰
い
た
い
と
思
ふ
e
資
格
牛
で
あ
り
な

が
ら

覆
登
記
証
明
書
の
な
い
為
に
、
「

其
の
他
の
牛
」
に
な
つ
て
ゐ
る
牛
が
中

に
は
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

籍
書
が
な
く
て
は
家
畜
の
改
良
も
伺
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
う

出
来
な
い
。
籍
書
は
家
畜
商
が
儲
け
る

為
に
あ
る
の
で
な
ぐ
、
家
畜
改
艮
の
為

に
あ
る
の
で
’
此
面
に
於
て
、
家
畜
商

の
協
力
を
切
望
す
る
。
家
畜
改
艮
の
盛

な
所
は
必
ず
艮
心
的
な
よ
い
家
蓄
商
の

協
力
が
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
何
卒
軍
責

を
有
し
て
ゐ
る
忘
を
自
覚
さ
れ
た
い
e

大
体
「其
の
他
の
牛
」
発
生
の
原
因
と

な
る
の
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ら
う

か
ら
此
は
農
民
も
家
畜
商
も
よ
く
認
識

さ
れ
て
、
そ
の
絶
滅
を
期
し
て
戴
き
た

い
o
へ

一
）
樋
登
記
証
朋
番
の
な
い
も
の
。

（l

l）
和
牛
登
録
検
査
月
齢
三
十
六
ケ

　
月
を
過
ぎ
た
も
の
。

（三
）
豊
録
検
蒼
日
に
受
検
す
る
の
を

　
忘
れ
た
も
の
。

（
四
）
飼
育
管
理
が
悪
く
て
採
点
七
十

　
点
に
満
た
な
い
も
の
。

叉
其
の
他
の
牛
を
絶
滅
す
る
に
は
い
X

機
会
で
あ
る
の
で
各
部
落
で
其
の
他
の

　
　
　
　
　
　
も
え

牛
の
所
有
者
は
模
合
を
作
つ
て
戴
い
て

金
銭
を
融
通
せ
し
む
れ
ば
出
来
な
い
こ

と

は
な
い
と
思
ふ
農
耕
上
ゼ
幼
牛
で
あ

れ
ば
不
自
由
で
あ
ら
う
か
ら
其
は
順
位

を
殴
け
て
第
一
番
目
に
導
入
す
る
の
は

肇
二
番
目
は
誰
々
と
定
め
成
牛
は
互

に
貸
し
た
り
借
り
た
り
し
た
ら
必
ず
出
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